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別海町にてムセンスゲCarex lividaを確認
釧路市　加藤　ゆき恵 1

宮舞町湿原を大切に思う会 

はじめに

　ムセンスゲ Carex livida (Wahlenb.) Willd.

はカヤツリグサ科の多年生草本で、北欧・

北米を中心に分布する北方系の植物である

（Hultén 1968）。北海道本島では大雪山（秋

山 1935）、猿払川湿原（小林 1987）、知床

半島（高橋・岩崎 2007）での生育が知ら

れていたが、2019年に根室市の湿原で発

見され（佐藤 2020）、その後根室市内の別

の湿原でも生育を確認した。2021年に別

海町の湿原でムセンスゲの生育を確認した

ため、ここに報告する。

生育地概況と発見の経緯

　今回ムセンスゲが見つかったのは野付郡

別海町の市街地に隣接する残存湿地で（図

1）、宮舞町湿原と名付けられた。西別川支

流の氾濫原に形成された湿地で、周辺の農

地化・市街地化や明渠掘削により湿原面積

は減少しているが、樹林に囲まれて湿原環

境が残されている。

　2021年 7月に本会会員の齋藤央氏が現

地を踏査し、「ムセンスゲらしきスゲがあっ

た」という連絡をいただいた。私有地のた

め教育委員会に調整していただき 8月 19

日に現地調査し、ムセンスゲが生育してい

ることを確認した（図 2）。ムセンスゲは

花茎が残存しにくく、8月の時点では果胞

を確認できなかったが、葉の色と形態、根

元まで白いことから、よく似るヤチスゲ、

イトナルコスゲと区別できた。

植物相・植生と微地形の様子

　現地調査はW字形をした湿原域のうち

東側を中心に行った。湿原全体はヌマガヤ

を中心とする中間湿原で、ところどころ

マット状にイボミズゴケが広がっていた。

道東の湿原でみられるチャミズゴケブルテ

は見当たらず、スギゴケを中心とするブル

テが 1つだけあった。木本（矮小低木を除

く）は、ハンノキの低木とノリウツギが所々

で見られ、周辺の林地から侵入したミズナ

ラとカラマツの低木があった。

　ムセンスゲは浅いシュレンケの周辺に生

育し、ミカヅキグサ、ホロムイソウ、ヤチ

スゲ、コタヌキモ、ヤチヤナギ等と一緒に

見られた。シュレンケは幅が狭く、低いブ

ルテと浅いシュレンケの凹凸が連続してい

た。根室を除く北海道内のムセンスゲ自生

地では、ケルミ −シュレンケ複合体状の

微地形が確認されている（加藤ほか 2011、

Kato and Fujita 2011、加藤・冨士田 2015）。

本湿原において、目視では明瞭なケルミ −

シュレンケ複合体は確認できなかったが、

図 1　ムセンスゲ生育地（別海宮舞町湿原：白
丸で示した部分）。国土地理院撮影の空中写真
（2006-HO200610X-C3-21）を加工して作成
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シュレンケとブルテの比高差、シュレンケ

周辺の植生は猿払川湿原のムセンスゲ生育

地に似ているように見えた。9月半ばに植

物社会学的植生調査を試みたが、植生調査

を行うには時期が遅く、群落区分や他の湿

原と比較可能な定量的・定性的なデータは

得られなかった。2022年以降に改めて植

物相・植生調査と立地環境調査を行う予定

である。

宮舞町湿原の状況

　宮舞町湿原は私有地で、その一部が所有

者によって埋め立てられる計画が持ち上

がっている。ムセンスゲ以外にも希少植物

が生育することから、別海町民を中心とし

て「宮舞町湿原を大切に思う会」が発足し、

講演会や署名活動などを行っている。また、

町の文化財指定も視野に入れた動きがある

（2021年 11月末時点での状況）。
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加藤・宮舞町湿地を大切に思う会：別海町にてムセンスゲCalex lividaを確認

図 2　宮舞町湿原のムセンスゲ。中央に 2株ある
（矢印）、葉が特に粉白色を帯びるのがムセンスゲ
（2021年 8月 24日撮影）。

北方山草39cs6本編20211202.indd   93 2022/03/23   11:52:27


